
技術・家庭－２（第３学年） ワークシートと話合いにより工夫し創造する能力を育成する事例
【学習活動の概要】

１ 題材名 計測・制御システムの上手な使い方を考えよう

２ 題材の目標
コンピュータを用いた計測・制御に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させるとともに

情報に関する技術が社会や環境に果たす役割と影響について理解を深め，それらを適切に評価し
活用する能力と態度を育てる。

３ 評価規準
【生活や技術への関心・意欲・態度】
・情報に関する技術に関わる倫理観を身に付け，知的財産を創造・活用しようとするとともに，情

報に関する技術を適切に評価し活用しようとしている。
【生活を工夫し創造する能力】
・目的や条件に応じて，情報処理の手順を工夫するととに，情報に関する技術を適切に評価し活用

している。
【生活の技能】
・簡単なプログラムの作成ができる。
【生活や技術についての知識・理解】
・コンピュータを用いた計測・制御の基本的な仕組みについて知識を身に付け，情報に関する技術

と社会や環境との関わりについて理解している。

４ 題材
内容「Ｂエネルギー変換に関する技術」の学習で製作したロボットを基に，短時間で清掃を行う

というロボットコンテストを行う題材である。これは，課題解決の意欲を喚起しやすく，センサや
アクチュエータなどの計測・制御システムの構成等についての知識を身に付けやすい。また，ルー
ルを変更することで生徒の実態に応じた難易度をもたせることができるという長所をもっている。

５ 主な学習活動
(1)題材の展開（全１０時間）

学習活動 言語活動に関する指導上の留意点

第一次 ・全自動洗濯機に用いられている計測・制御 ・コンピュータを用いた計測・制
システムの基本的な仕組みを知り，簡単なプ 御システムに関する重要な知識や
ログラムを作成する。(3) 概念を思考等において利用できる

ような形にする。
第二次 ・ロボットコンテスト「より早く，よりきれ ・目的や条件に応じた情報処理の

いに！」でよい結果を出すために，ルールを 手順について，フローチャートを
踏まえて，プログラムを作成する。(5) 用いて考える。

第三次 ・様々な計測・制御に関する技術を社会的側 ・様々な計測・制御に関する技術
面，環境的側面，経済的側面から評価し，今 の長所と短所をワークシートで整
後の社会における活用について考える。 理し，それに基づいた話合いを通

(2:本時9・10/10) して，よりよい社会を築くための
活用について考える。

(2)本時の学習（９・１０/１０時間）
①目標

計測・制御の技術と社会や環境との関わりを理解し，よりよい社会を築くために，計測・制御に
関する技術の適切な評価と活用について考えることができる。
②本時の展開
○ ロボットコンテストで利用したコンピュータによる計測・制御の内容について確認する。
○ 今後の社会における計測・制御に関する技術の使用場面を想定し，必要性とともに，社会的，

環境的及び経済的側面などからその光と影の部分をワークシートに整理する。
○ 影の部分の影響を少なくした計測・制御に関する技術の活用について考える。
○ グループごとに，各人の活用の仕方を発表し合い，問題点等を確認する。
○ 他者からの意見等を参考に自らの活用について再検討する。
③評価規準
・社会的，環境的及び経済的側面から，計測・制御の技術の良い影響及び悪い影響を説明できる。

（知識・理解）
・今後の社会における計測・制御の技術の課題を明確にし，社会的，環境的及び経済的側面の良い
影響と悪い影響の折り合いをつけた活用法を決定できる。 （工夫・創造）
・今後の社会における計測・制御の技術の課題を明確にし，社会的，環境的及び経済的側面の良い
影響と悪い影響の折り合いをつけた活用法を決定しようとしている。 （関心・意欲・態度）



【解説】

【指導事例と学習指導要領との関連】
本事例は，中学校学習指導要領技術・家庭〔技術分野〕の内容「Ｄ情報に関する技術」の(1)

エにおける「情報に関する技術の適切な評価・活用について考える」部分である。技術の評価・
活用については内容Ａ～Ｄのすべてに位置付けられているが，その中で本事例は，これまでの技
術に関する学習のまとめとして，第３学年の最後に位置付けている。

ここでは，内容Ｄの(3)で学習した，「プログラムによる計測・制御」とともに，計測・制御
の対象として取り上げた「エネルギー変換に関する技術」の知識等も活用して，計測・制御に関
する技術が社会や環境に果たしている役割と影響について理解させ，計測・制御に関する技術を
適切に評価し活用する能力と態度を育成することを目指している。

【言語活動の充実の工夫】
○ワークシートの工夫

中学校学習指導要領解説技術・家庭編
に「技術と社会や環境とは相互に影響し
合う関係にあり，このことへの理解を深
めることが，技術を安全性や経済性だけ
でなく環境に対する負荷等の多様な視点
から評価することの意義の理解や，技術
を適切に活用しようとする意欲につなが
る」と示されていることを踏まえ，次の
ような工夫をしている。
Ａ欄： これまでの学習経験を基に，社

会や環境といった視点から計測・
制御の技術の光と影を整理させて
いる。また，生徒それぞれが自分
の考えをもちやすいよう，検討す
る視点を追加できるようにしてあ
る。 （評価：知識・理解）

Ｂ欄： 今後の社会において計測・制御
に関する技術の活用について考え
を記述させるとともに，自分がど
うしてそのような使い方を考えた
のか，根拠を明確にさせている。

（評価：工夫・創造）
Ｃ欄： 技術を評価し活用しようとする

態度を育成するために，今回の学
習を通して感じたこと，考えたこ
とを記述させている。

（評価：関心・意欲・態度）
○学習形態の工夫

ワークシートのＡ欄～Ｃ欄それぞれを
用いた学習では，基本的に「生徒一人一
人が自らの考えを記入」→「グループ内
で意見交換」→「学級内での意見交換」
という流れをとっている。これは工夫し
創造する能力をよりよく育むための以下
のような考えに基づいている。
・自らの考えを記入する。

考える場面において，必ず最初に自らの意見を「書く」ことで，考えを整理し，思考に問題
点等がないかを検討する。

・グループ内や学級内で意見交換をする。
整理した自らの考えを他者に「話す」ことで，より自分の考えを整理する。
他者が記述したワークシートを「読む」ことや，他者の考えを「聞く」ことを通して，他者

の思考の流れを追体験する。
また，グループ内や学級内での意見交換において，自らの考えが他者に伝わり，それを認め

られるということを経験することは，自分に自信をもち，次の学習や社会において実践しよう
とする態度へとつながることも期待できる。
なお，このようなワークシートを使用して自らの考えを整理した上でグループ内や学級内で意

見交換等を行うという学習は，第１学年から継続的に実施している。このような活動を繰り返し
行うことで，生徒は自分の考えを言葉や図で表したり，根拠に基づいて自分の考えを述べたり，
他者の発言からその思考の道筋を読み取るといった言語活動の基盤を身に付ける。このことで工
夫し創造する能力を育むための言語活動がより充実するようになる。

思考力・判断力・表現力等の学習活動の分類：⑤，⑥ （※分類番号はP5表参照）
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